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神保 宏充幹事 
 

本年度、東京お茶の水ロータリーク
ラブの幹事を務めさせていただきます
神保宏充です。一年間、どうぞよろし
くお願いいたします。 

本日はこのような貴重な機会をいただきましたので、
自己紹介、ロータリー活動で得たもの、幹事を務めるに
あたって大切にしたいことの三点について、お話しをさ
せていただきます。 
 
１．私の職業 

私は弁護士として、企業法務を中心に仕事をしており
ます。いわゆる顧問弁護士としての仕事です。弁護士と
いうと、裁判や紛争解決をイメージされる方が多いかも
しれません。もちろん、それも大切な仕事です。しかし、
私自身は、顧問弁護士には三つの役割があると考えてい
ます。 

一つ目は、紛争を解決すること。 
二つ目は、紛争を予防すること。 
三つ目は、経営者の方と一緒に未来を考えることです。 
私は最近、この三つ目が最も大切な仕事ではないかと

思うようになりました。 
経営者の方とお話ししていると、「どんな事業をした

いのか」、「社員にどのように成長してほしいのか」、
「どのような会社を作っていきたいのか」といった話に
なることがあります。単に法律相談にのるだけではなく
て、経営者の皆様と一緒に将来を考え、実現のお手伝い
をすることに、とてもやりがいを感じています。 
 
２．ロータリー活動で得たもの 

私のロータリーの原点は、高校時代にロータリーの青
少年交換で来日していたカナダと台湾の留学生と交流す
る機会を得たときのことです。この経験を通じて、私は
外国を身近に感じ、自分の世界を広げることができまし
た。そして、この時、初めてロータリーという存在を知
りました。 

その後、ご縁をいただき、東京お茶の水ロータリーク
ラブに入会し、早いもので７年が経ちました。この間、
私は何を学んだのかと振り返ってみますと、それは、
「人との出会いこそが学びである」ということです。 

東京お茶の水ロータリークラブの会員の皆様との出会
い、例会での卓話者やゲストとの出会い、地区職業奉仕
委員会での出会い、米山奨学生との出会い。新たな出会
いによって、私は少しずつではありますが、自分の知ら
ない世界を知り、自分の世界を広げていくことができた
ように思います。 

３７歳で入会させていただいた私も、今年で４５歳と
なります。「入りて学び、出でて奉仕せよ」という標語
は、いつも当クラブの例会場で掲げているものです。こ
の間、もし私が少しでも成長することができたとすれば、
それは例会で多くの方と出会い、様々なことを学び、そ
の学びを自分の職業を通じて社会に還元させていただい
てきたからだと思っております。顧問弁護士として経営
者の方や会社の将来について考えられるようになったの
も、ロータリー活動を通じて多くの方から学ばせていた
だいたおかげです。 
 
３．幹事を務めるにあたって大切にしたいこと 

さて、本年度は木宮会長が掲げた基本方針のもと、幹
事としてクラブ運営を支えてまいります。幹事として、
本年度は３つのことを大切にしたいと考えています。 

第一に、会員同士がつながりを持てる機会を大切にす
ることです。例会だけでは、なかなかゆっくりお話しで
きないこともあります。親睦活動や同好会などを通じて、
普段あまり話す機会のない方同士が知り合い、友情が生
まれる場をつくっていきたいと思っています。 
第二に、奉仕の意義を実感できる機会を増やすことで

す。東京お茶の水ロータリークラブの強みは、都心にあ
るクラブでありながら、地域に密着した奉仕活動を行っ
ている点です。一人でも多くの会員の皆様が、ここ千代
田の良さを改めて認識し、奉仕の楽しさや喜びを実感で
きる一年にしたいと考えております。 
第三に、入会歴の浅い会員の皆さんを温かく迎えると

いうことです。私自身も、先輩方に温かく迎えていただ
いたからこそ、今日までロータリー活動を続けることが
できました。新しく入会された方が、「このクラブに入
って良かった」、「ここなら安心して参加できる」と感
じられる雰囲気を、皆様と一緒につくって参ります。 
 
最後になりますが、私自身は、「奉仕」という言葉を

大切にしております。「奉仕」というと、自分を犠牲に
するものというふうにとらえる方もいるかもしれません。
しかし、ロータリーで学んだことは、人のために行動を
することが、結果として自分自身の成長にもつながると
いうことでした。 
この一年間、幹事という役割を通じて奉仕をさせてい

ただくことになります。木宮会長を支え、会員の皆様が
気持ちよく活動できるようクラブを支えることが私の役
割です。そして、私自身も成長をさせていただきたいと
考えております。至らない点も多いかと思いますが、皆
様のお力をお借りしながら、皆様とともに実り多い一年
にしていきたいと考えております。 


